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 第２章では、破骨細胞欠損により大理石骨病を呈する op/op マウスとその対照群（正常マウス）の形態計測を行う
とともに、長管骨における骨密度（BMD）と BAp 配向性を解析した。 
 第３章では第２章で解析してきた破骨細胞欠損モデル（op/op マウス）の皮質骨（直径約 250μm の領域）におけ
る BAp 配向性に加え、皮質骨断面内での BAp 配向性分布をより細かく解析することで、骨モデリングにおける破骨
細胞の役割を明らかにするとともに、さらに絞られた微小領域 X 線回折法（μXRD）の特徴を示した。 
 第４章では、破骨細胞過剰（OPG-KO マウス：骨粗鬆症）モデルにおいて、大腿骨の皮質骨における骨密度（BMD）
と BAp 配向性を解析すると共に、皮質骨断面内の BAp 配向性と結晶サイズを解析した。 
 第５章では、破骨細胞欠損させた op/op マウス、逆に破骨細胞過剰の OPG-KO マウス（大理石骨病、骨粗鬆症）
を用いてそれぞれの大腿骨におけるマクロな力学特性を解析するとともに、力学特性に含まれる構造パラメータと材
質パラメータの分離を行った。また、材質パラメータにおける骨量と骨質の寄与について調べた。 
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⑵ 破骨細胞過剰（骨粗鬆症）マウスでは、低骨密度、皮質骨の多孔化などの異常が認められる。BAp の c 軸配向
性と結晶サイズは正の相関関係を示す。すなわち、骨代謝回転の上昇に伴いコラーゲン配列が低下し、その結












 以上のように、本論文は BAp 結晶の配向性評価といった工学的立場から骨疾患の原因解明、進行程度の評価等を
行い、学術的にもまた実用的にも有益な知見を多く含んでおり、材料工学の発展に寄与するところが大きい。よって
本論文は博士論文として価値あるものと認める。 
